多様性の喪失・学校に行く種ばかり増えると？
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さて新学期が始まって一ヶ月、新しい学校や先生たちとのやりとりも、いろいろあったようですね。去年、うちの子が中学の部活に興味を持って見学したいとお願いした時は、「見学だけであっても制服を」と言われて困ったものですが、特別にジャージでもいい、という返事をもらいました。もちろん入部後はちゃんと制服着て通っていますが。今年、娘さんが中学に入学したあるお母さんの話では、「部活だけの参加？はいはい、いいですよ。部活だけなら通学はジャージでもかまいません」なんていう期待はずれ（？）のありがたい反応だったとか。学校によって先生によって、本当に対応はまちまちのようです。ふだんからいろんな地域の情報交換をしていると心強いですね。先生との話し合いの時に、具体的な例を出して話ができるというのは効果的かもしれません。

さて、前回の集まりでは、NHK人間講座の「きれい社会の落とし穴」というのが話題になりました。現代は過剰にキレイになりすぎて、それまで共存していたはずの寄生虫や菌とのバランスが崩れ、アレルギーや食中毒が増加しているという話。「私はおなかにサナダムシを飼ってますから、肥満にもならず、ほらお肌もこんなにツルツル！」と講師は言うんだそうです。「共存している」ということは、お互い何らかのメリットがあるはず。それを一方的な価値観で排除したことによって新たな問題が起こってきた、というわけ。

確かに私たちの暮らしは、豊かで清潔にはなったけれども、なんだかすべてが一見美しく均質化され、いろんな意味で多様性は減ってしまった。人間社会の中も、いろんな生き方を認めにくい社会になっている気がします。生物の世界は、さまざまな違った生き物がいることによって、複雑で強く、美しくて面白い、安定したものだったということに、多くの種を絶滅させてきた人類はやっと気づき始めたところ。人の生き方だってこれと同じ。いろいろあるのが自然で健全なはず。「学校に行く種」ばかりはびこった現代、ひずみが出るのは当たり前かも？
